
(57)【要約】
　回線ごとのリソース割り当てに際し、加入者と回線の間の一対多対応を表すテーブルを
参照して同じ加入者の保有する他の回線の状態を反映させる。テーブルは一般に複数の端
末装置を保持する加入者からの新規回線要求や、負荷などの網状況の変化に応じて動的に
更新する。これにより一加入者が複数の回線を占有する加入者網において、加入者ごとに
サービス条件の設定・遵守を図ることが可能となる。また、加入者あたりの占有回線数が
一端末に実装される回線数に制限されなくなる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 移 動 加 入 者 網 に お い て 、
　 回 線 終 端 と 加 入 者 の 間 の 多 対 一 対 応 を 保 持 す る 回 線 管 理 テ ー ブ ル と 、
　 新 規 回 線 要 求 、 又 は 網 状 態 の 変 化 を 前 記 回 線 管 理 テ ー ブ ル に 動 的 に 更 新 す る 手 段 と 、
　 前 記 回 線 管 理 テ ー ブ ル に 基 づ い て 、 各 回 線 へ の リ ソ ー ス 割 り 当 て に 反 映 さ せ る 手 段 と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 移 動 加 入 者 網 。
【 請 求 項 ２ 】
　 加 入 者 よ り の 回 線 設 定 要 求 、 又 は 使 用 中 の 回 線 の ハ ン ド オ ー バ に 際 し 、 前 記 回 線 管 理 テ
ー ブ ル か ら 前 記 加 入 者 の 他 の 回 線 の 状 態 を 参 照 し 、 前 記 加 入 者 が 使 用 可 能 な 回 線 数 ま た は
帯 域 を 計 算 す る 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 移 動 加 入 者 網 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 固 定 網 が 起 動 す る 回 線 の 切 断 作 業 に 際 し 、 回 線 管 理 テ ー ブ ル に 基 づ い て 切 断 す る 回
線 を 算 出 す る 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 移 動 加 入 者 網 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 回 線 管 理 テ ー ブ ル の 更 新 に よ り 影 響 を 受 け る 回 線 の リ ソ ー ス 割 り 当 て 優 先 度 を 変 更
す る 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 移 動 加 入 者 網 。
【 請 求 項 ５ 】
　 回 線 設 定 手 段 と の 通 信 に よ り 、 回 線 管 理 テ ー ブ ル の 更 新 を 各 回 線 へ の リ ソ ー ス 割 り 当 て
に 反 映 さ せ る 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 移 動 加 入 者 網 。
【 請 求 項 ６ 】
　 回 線 終 端 と の 通 信 に よ り 、 回 線 管 理 テ ー ブ ル の 更 新 を 各 回 線 へ の リ ソ ー ス 割 り 当 て に 反
映 さ せ る 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 移 動 加 入 者 網 。
【 請 求 項 ７ 】
　 回 線 管 理 テ ー ブ ル に 、 加 入 者 の サ ー ビ ス 条 件 を 保 持 し 、 こ の サ ー ビ ス 条 件 を リ ソ ー ス 割
り 当 て に 反 映 さ せ る 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 移 動 加 入 者 網 。
【 請 求 項 ８ 】
　 リ ソ ー ス 管 理 方 法 で あ っ て 、
　 加 入 者 情 報 と 前 記 加 入 者 が 契 約 し て い る 回 線 と の 一 対 多 対 応 の 情 報 を 保 持 し 、 新 規 回 線
要 求 又 は 網 状 態 の 変 化 を 前 記 回 線 管 理 テ ー ブ ル に 動 的 に 更 新 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 回 線 管 理 テ ー ブ ル に 基 づ い て 、 各 回 線 へ の リ ソ ー ス 割 り 当 て を 行 う ス テ ッ プ と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る リ ソ ー ス 管 理 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 加 入 者 よ り の 回 線 設 定 要 求 、 又 は 使 用 中 の 回 線 の ハ ン ド オ ー バ に 際 し 、 前 記 回 線 管 理 テ
ー ブ ル か ら 前 記 加 入 者 の 他 の 回 線 の 状 態 を 参 照 し 、 前 記 加 入 者 が 使 用 可 能 な 回 線 数 ま た は
帯 域 を 計 算 す る ス テ ッ プ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の リ ソ ー ス 管 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 固 定 網 が 起 動 す る 回 線 の 切 断 作 業 に 際 し 、 前 記 回 線 管 理 テ ー ブ ル に 基 づ い て 切 断 す
る 回 線 を 算 出 す る ス テ ッ プ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の リ ソ ー ス 管 理 方 法
。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 回 線 管 理 テ ー ブ ル の 更 新 に よ り 影 響 を 受 け る 回 線 の リ ソ ー ス 割 り 当 て 優 先 度 を 変 更
す る ス テ ッ プ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の リ ソ ー ス 管 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 網 側 の 情 報 に 基 づ い て 、 回 線 管 理 テ ー ブ ル の 更 新 し 、 こ れ を 各 回 線 へ の リ ソ ー ス 割 り 当
て に 反 映 さ せ る ス テ ッ プ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の リ ソ ー ス 管 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 端 末 側 の 情 報 に 基 づ い て 、 回 線 管 理 テ ー ブ ル の 更 新 し 、 こ れ を 各 回 線 へ の リ ソ ー ス 割 り
当 て に 反 映 さ せ る ス テ ッ プ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の リ ソ ー ス 管 理 方 法
。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 加 入 者 網 の 構 成 と 運 用 方 法 に 関 し 、 特 に 各 加 入 者 が 複 数 の 回 線 を 占 有 で き る
移 動 加 入 者 網 に お け る 動 的 な リ ソ ー ス 管 理 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 加 入 者 が 複 数 の ア ク セ ス 回 線 を 利 用 で き る 移 動 網 技 術 と し て 、 DDIポ ケ ッ ト 株 式 会 社 が
提 供 す る Air H” 128kbpsサ ー ビ ス （ http://www.ddipocket.co.jp/data/i_air.html） が あ
る 。 こ の 技 術 は 、 無 線 基 地 局 ISDN回 線 を 使 用 し 最 大 ４ 本 の 32kbps回 線 を 束 ね る こ と に よ っ
て 128kbpsの パ ケ ッ ト 通 信 サ ー ビ ス を 提 供 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 上 述 の Air H” 128kbpsサ ー ビ ス と 同 様 に 、 同 一 の サ ー ビ ス 内 で 有 限 の リ ソ ー ス を
効 率 良 く 用 い る 為 の 技 術 も 開 示 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ 、 特 許 文 献
３ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 ア ク セ ス 回 線 へ の リ ソ ー ス 割 り 当 て を 動 的 に 管 理 す る 技 術 の 従 来 例 と し て は 、 第
３ 世 代 携 帯 電 話 網 の 通 称 で 知 ら れ る IMT-2000国 際 規 格 （ http://www.imt-2000.org/） 準 拠
の 各 種 移 動 通 信 シ ス テ ム に お け る リ ソ ー ス 管 理 技 術 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ ら の シ ス テ ム で は 、 無 線 ア ク セ ス 網 上 に あ る 制 御 装 置 を 用 い て 、 リ ソ ー ス の 占 有 状
況 や 無 線 リ ン ク 品 質 等 の 制 御 パ ラ メ ー タ に 応 じ て 、 回 線 へ の リ ソ ー ス 割 り 当 て を 動 的 に 行
う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 IMT-2000国 際 規 格 の 一 つ で あ る W-CDMA網 に お け る リ ソ ー ス 管 理 技 術 の 実 装 を 図 １ を 用 い
て 説 明 す る 。 ユ ー ザ 端 末 装 置 (UE)101-1か ら 101-3は 各 々 ア ク セ ス 圏 内 に あ る 基 地 局 102-1
か ら 102-4の い ず れ か に 無 線 リ ン ク で 接 続 さ れ て い る 。 無 線 網 制 御 部 (RNC)103-1お よ び 103
-2は そ れ ぞ れ が 属 す る 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク ・ サ ブ シ ス テ ム (RNS 104-1お よ び 104-2)上 で の 無
線 リ ソ ー ス 管 理 を 司 る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 パ ケ ッ ト ア ク セ ス 制 御 ノ ー ド (SGSN)105-1～ 105-2は 、 各 UEが ど の RNSに 属 し て い る か 把
握 し 、 無 線 ア ク セ ス 回 線 の 設 定 、 変 更 、 開 放 要 求 を RNCに 対 し て 行 う 。 RNCは 無 線 リ ソ ー ス
の ア ベ イ ラ ビ リ テ ィ や SGSNか ら の 要 求 の 優 先 度 に 応 じ て 回 線 ご と の リ ソ ー ス 割 り 当 て を 行
い 、 結 果 を SGSNに 通 知 す る 。 GGSN106は 外 部 網 108へ の ゲ ー ト ウ ェ イ ・ ノ ー ド と し て 機 能 し
、 SGSNと は パ ケ ッ ト 交 換 コ ア 網 107を 通 し て 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 各 加 入 者 の ID、 位 置 情 報 、 サ ー ビ ス 加 入 状 況 、 課 金 状 況 な ど の 情 報 は 網 内 の 集 中 デ ー タ
ベ ー ス で あ る ホ ー ム ロ ケ ー シ ョ ン レ ジ ス タ (HLR)107に 格 納 さ れ て い る 。 SGSNは UEが 登 録 （
ア タ ッ チ ） さ れ る と 、 そ の UEの 加 入 者 情 報 を HLRか ら 取 り 寄 せ る 。 ア タ ッ チ さ れ た UEは SGS
Nに セ ッ シ ョ ン 開 始 要 求 で き る 。 要 求 セ ッ シ ョ ン の 詳 細 な 属 性 は PDPコ ン テ キ ス ト と 呼 ば れ
る デ ー タ セ ッ ト の 形 で 交 換 さ れ る 。 SGSNは UEか ら の 要 求 を 受 け る と 、 PDPコ ン テ キ ス ト に
あ る 要 求 条 件 と HLRか ら 取 り 寄 せ た 加 入 者 情 報 を 参 照 し て RNCへ リ ソ ー ス 割 り 当 て 要 求 を 送
信 す る 。 新 た な 回 線 設 定 の 受 付 、 ま た は 使 用 中 の 回 線 全 て の 維 持 が リ ソ ー ス の 不 足 に よ り
困 難 に な っ た 場 合 、 優 先 度 の 低 い 回 線 か ら 切 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ２ ０ ０ ２ ５ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － ２ ０ ３ ２ ２ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ １ ７ １ ３ ０ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 従 来 の Air H” 128kbpsサ ー ビ ス で 用 い ら れ て い る 通 信 方 法 で は ， 一 加 入 者 が 利 用 で き る
回 線 数 が 端 末 に 実 装 さ れ る ４ 本 に 制 限 さ れ 、 よ り 広 帯 域 が 必 要 と な っ て も 加 入 者 側 で は 増
設 で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ 、 ２ 、 ３ に 記 載 さ れ た 技 術 や 、 IMT-2000移 動 通 信 シ ス テ ム は 高 速 移 動
に 対 応 し 、 リ ソ ー ス 配 分 を 網 側 で 動 的 に 制 御 で き る が 、 同 一 の 加 入 者 が 複 数 回 線 を 用 い る
サ ー ビ ス が 規 定 さ れ て い な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 仮 に そ の よ う な サ ー ビ ス へ の 対 応 を 第 ３ 層 以 上 で の 制 御 に よ り 実 装 し て も 、 第 ２ 層 で の
リ ソ ー ス 割 り 当 て が 回 線 単 位 で 行 わ れ る の で 、 加 入 者 単 位 で 帯 域 や 回 線 本 数 の 保 証 な ど の
サ ー ビ ス 条 件 を 設 定 ・ 遵 守 す る こ と が 難 し い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 上 記 課 題 に 鑑 み て 発 明 さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 は 加 入 者 ご と の
サ ー ビ ス 条 件 の 設 定 ・ 遵 守 を 図 れ 、 一 加 入 者 が 複 数 の 回 線 を 占 有 可 能 な 加 入 者 網 を 構 築 で
き る 技 術 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る 第 １ の 発 明 は 、 移 動 加 入 者 網 に お い て 、
　 回 線 終 端 と 加 入 者 の 間 の 多 対 一 対 応 を 保 持 す る 回 線 管 理 テ ー ブ ル と 、
　 新 規 回 線 要 求 、 又 は 網 状 態 の 変 化 を 前 記 回 線 管 理 テ ー ブ ル に 動 的 に 更 新 す る 手 段 と 、
　 前 記 回 線 管 理 テ ー ブ ル に 基 づ い て 、 各 回 線 へ の リ ソ ー ス 割 り 当 て に 反 映 さ せ る 手 段 と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る 第 ２ の 発 明 は 、 上 記 第 １ の 発 明 に お い て 、 加 入 者 よ り の 回 線 設 定 要
求 、 又 は 使 用 中 の 回 線 の ハ ン ド オ ー バ に 際 し 、 前 記 回 線 管 理 テ ー ブ ル か ら 前 記 加 入 者 の 他
の 回 線 の 状 態 を 参 照 し 、 前 記 加 入 者 が 使 用 可 能 な 回 線 数 ま た は 帯 域 を 計 算 す る 手 段 を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る 第 ３ の 発 明 は 、 上 記 第 １ 又 は 第 ２ の 発 明 に お い て 、 前 記 固 定 網 が 起
動 す る 回 線 の 切 断 作 業 に 際 し 、 回 線 管 理 テ ー ブ ル に 基 づ い て 切 断 す る 回 線 を 算 出 す る 手 段
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る 第 ４ の 発 明 は 、 上 記 第 １ か ら 第 ３ の い ず れ か の 発 明 に お い て 、 前 記
回 線 管 理 テ ー ブ ル の 更 新 に よ り 影 響 を 受 け る 回 線 の リ ソ ー ス 割 り 当 て 優 先 度 を 変 更 す る 手
段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る 第 ５ の 発 明 は 、 上 記 第 １ か ら 第 ４ の い ず れ か の 発 明 に お い て 、 回 線
設 定 手 段 と の 通 信 に よ り 、 回 線 管 理 テ ー ブ ル の 更 新 を 各 回 線 へ の リ ソ ー ス 割 り 当 て に 反 映
さ せ る 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る 第 ６ の 発 明 は 、 上 記 第 １ か ら 第 ４ の い ず れ か の 発 明 に お い て 、 回 線
終 端 と の 通 信 に よ り 、 回 線 管 理 テ ー ブ ル の 更 新 を 各 回 線 へ の リ ソ ー ス 割 り 当 て に 反 映 さ せ
る 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る 第 ７ の 発 明 は 、 上 記 第 １ か ら 第 ６ の い ず れ か の 発 明 に お い て 、 回 線
管 理 テ ー ブ ル に 、 加 入 者 の サ ー ビ ス 条 件 を 保 持 し 、 こ の サ ー ビ ス 条 件 を リ ソ ー ス 割 り 当 て
に 反 映 さ せ る 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る 第 ８ の 発 明 は 、 リ ソ ー ス 管 理 方 法 で あ っ て 、
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　 加 入 者 情 報 と 前 記 加 入 者 が 契 約 し て い る 回 線 と の 一 対 多 対 応 の 情 報 を 保 持 し 、 新 規 回 線
要 求 又 は 網 状 態 の 変 化 を 前 記 回 線 管 理 テ ー ブ ル に 動 的 に 更 新 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 回 線 管 理 テ ー ブ ル に 基 づ い て 、 各 回 線 へ の リ ソ ー ス 割 り 当 て を 行 う ス テ ッ プ と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る 第 ９ の 発 明 は 、 上 記 第 ８ の 発 明 に お い て 、 加 入 者 よ り の 回 線 設 定 要
求 、 又 は 使 用 中 の 回 線 の ハ ン ド オ ー バ に 際 し 、 前 記 回 線 管 理 テ ー ブ ル か ら 前 記 加 入 者 の 他
の 回 線 の 状 態 を 参 照 し 、 前 記 加 入 者 が 使 用 可 能 な 回 線 数 ま た は 帯 域 を 計 算 す る ス テ ッ プ を
有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る 第 １ ０ の 発 明 は 、 上 記 第 ８ 又 は 第 ９ の 発 明 に お い て 、 前 記 固 定 網 が
起 動 す る 回 線 の 切 断 作 業 に 際 し 、 前 記 回 線 管 理 テ ー ブ ル に 基 づ い て 切 断 す る 回 線 を 算 出 す
る ス テ ッ プ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る 第 １ １ の 発 明 は 、 上 記 第 ８ か ら 第 １ ０ の い ず れ か の 発 明 に お い て 、
前 記 回 線 管 理 テ ー ブ ル の 更 新 に よ り 影 響 を 受 け る 回 線 の リ ソ ー ス 割 り 当 て 優 先 度 を 変 更 す
る ス テ ッ プ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る 第 １ ２ の 発 明 は 、 上 記 第 ８ か ら 第 １ １ の い ず れ か の 発 明 に お い て 、
網 側 の 情 報 に 基 づ い て 、 回 線 管 理 テ ー ブ ル の 更 新 し 、 こ れ を 各 回 線 へ の リ ソ ー ス 割 り 当 て
に 反 映 さ せ る ス テ ッ プ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る 第 １ ３ の 発 明 は 、 上 記 第 ８ か ら 第 １ ２ の い ず れ か の 発 明 に お い て 、
端 末 側 の 情 報 に 基 づ い て 、 回 線 管 理 テ ー ブ ル の 更 新 し 、 こ れ を 各 回 線 へ の リ ソ ー ス 割 り 当
て に 反 映 さ せ る ス テ ッ プ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 加 入 者 ご と の サ ー ビ ス 条 件 の 設 定 ・ 遵 守 を 図 れ る 、 一 加 入 者 が 複 数 の
回 線 を 占 有 可 能 な 加 入 者 網 を 構 築 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 図 １ は 従 来 の 技 術 を 説 明 す る 為 の 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 例 １ の 一 構 成 例 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 回 線 管 理 テ ー ブ ル の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 回 線 設 定 ア ル ゴ リ ズ ム の 実 行 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ の 一 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
１ ０ １ 　 加 入 者 端 末 装 置
１ ０ ２ 　 基 地 局
１ ０ ３ 　 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク ・ サ ブ シ ス テ ム
１ ０ ４ 　 無 線 ア ク セ ス 網
１ ０ ５ 　 ア ク セ ス 制 御 ノ ー ド
１ ０ ６ 　 ゲ ー ト ウ ェ イ ・ ノ ー ド
１ ０ ７ 　 コ ア ネ ッ ト ワ ー ク
１ ０ ８ 　 外 部 網
２ ０ ３ 　 リ ソ ー ス 管 理 サ ー バ
２ ０ ４ 　 ア ク セ ス 網
２ ０ ５ 　 回 線 設 定 サ ー バ
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２ ０ ９ 　 加 入 者 情 報 管 理 サ ー バ
２ １ ０ 　 移 動 通 信 網
３ ０ ０ 　 ア ク セ ス 制 御 装 置
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 は 、 回 線 ご と の リ ソ ー ス 割 り 当 て に 際 し 、 加 入 者 と 回 線 の 間 の 一 対 多 対 応 を 表 す
テ ー ブ ル を 参 照 し て 同 じ 加 入 者 の 保 有 す る 他 の 回 線 の 状 態 を 反 映 さ せ る 。 テ ー ブ ル は 一 般
に 複 数 の 端 末 装 置 を 保 持 す る 加 入 者 か ら の 新 規 回 線 要 求 や 、 負 荷 な ど の 網 状 況 の 変 化 に 応
じ て 動 的 に 更 新 す る 。 こ れ に よ り 一 加 入 者 が 複 数 の 回 線 を 占 有 す る 加 入 者 網 に お い て 、 加
入 者 ご と に サ ー ビ ス 条 件 の 設 定 ・ 遵 守 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 加 入 者 あ た り の 占 有 回 線 数 が 一 端 末 に 実 装 さ れ る 回 線 数 に 制 限 さ れ な く な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 下 に 具 体 的 な 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 １ を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ２ に 示 さ れ る 実 施 例 １ の 構 成 は 、 加 入 者 端 末 （ Ｕ Ｅ ） 101-1～ 101-3と 、 リ ソ ー ス 管 理
サ ー バ 203-1～ 203-3と 、 こ の リ ソ ー ス 管 理 サ ー バ 203-1～ 203-3が 設 置 さ れ た 複 数 の ア ク セ
ス 網 204-1～ 204-3と 、 複 数 の 回 線 設 定 サ ー バ 205-1， 205-2と 、 加 入 者 情 報 管 理 サ ー バ 209
と か ら 成 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 回 線 設 定 サ ー バ 205-1は 自 身 に 接 続 さ れ た 各 リ ソ ー ス 管 理 サ ー バ 203-1， 203-2と 通 信 可
能 で あ り 、 ま た 、 加 入 者 情 報 管 理 サ ー バ 209は 各 回 線 設 定 サ ー バ 205-1と 通 信 可 能 と す る 。
同 様 に 、 回 線 設 定 サ ー バ 205-2は 自 身 に 接 続 さ れ た 各 リ ソ ー ス 管 理 サ ー バ 203-3と 通 信 可 能
で あ り 、 ま た 、 加 入 者 情 報 管 理 サ ー バ 209は 各 回 線 設 定 サ ー バ 205-2と 通 信 可 能 と す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 加 入 者 情 報 管 理 サ ー バ 209は 、 各 加 入 者 端 末 （ Ｕ Ｅ ） 101-1～ 101-3の 位 置 情 報 等 と 共 に
、 図 ３ に 示 す よ う な 加 入 者 と 回 線 と の 一 対 多 対 応 を 表 す テ ー ブ ル で あ る 回 線 管 理 テ ー ブ ル
を 保 持 し て い る 。 こ の 回 線 管 理 テ ー ブ ル に は 、 加 入 者 、 加 入 者 端 末 （ Ｕ Ｅ ） の ID及 び 回 線
の IDと 、 各 加 入 者 の サ ー ビ ス 条 件 と 、 各 回 線 の 接 続 状 態 と が 格 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 以 上 の 構 成 に お け る 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 尚 、 本 動 作 に お い て 、 加 入 者 情 報 管 理 サ ー バ 209は 、 例 え ば W-CDMA網 に お け る ア タ ッ チ
処 理 の よ う な 構 成 に よ り 、 無 線 エ リ ア 内 に あ る 加 入 者 端 末 （ Ｕ Ｅ ） 101-1～ 101-3が 終 端 す
る 回 線 全 て を 回 線 管 理 テ ー ブ ル 上 に 保 持 し て い る も の と す る 。 回 線 管 理 テ ー ブ ル に お い て
、 使 用 し て い な い 回 線 は 、 接 続 状 況 が “ 待 機 ” と な っ て い る 。 加 入 者 は 登 録 さ れ て い る 回
線 全 て の 本 数 以 下 の 任 意 の 本 数 の 回 線 を 網 に 要 求 で き 、 ま た 、 そ れ と は 別 に 、 最 低 限 サ ー
ビ ス を 維 持 す る の に 必 要 な 条 件 で あ る サ ー ビ ス 条 件 を 設 定 で き る 。 サ ー ビ ス 条 件 は 、 例 え
ば 、 図 ３ の 第 ２ 行 に あ る よ う に 閾 値 と な る 回 線 数 や 帯 域 で 表 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 加 入 者 か ら の 複 数 の 新 規 回 線 設 定 要 求 は 対 応 す る 回 線 設 定 サ ー バ 205を 介 し て 加 入 者 情
報 管 理 サ ー バ に 通 知 さ れ る 。 加 入 者 情 報 管 理 サ ー バ は 要 求 さ れ た 回 線 数 に 応 じ て 設 定 す る
回 線 の 組 を 決 定 し 、 対 応 す る 複 数 の 回 線 設 定 サ ー バ 205に リ ソ ー ス 取 得 試 行 開 始 を 通 知 す
る 。 ま た 、 リ ソ ー ス 取 得 試 行 開 始 を 通 知 し た 回 線 の 接 続 状 態 は 、 通 知 と 同 時 に “ 待 機 ” か
ら “ 試 行 中 ” に 更 新 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 リ ソ ー ス 取 得 の 試 行 は 、 試 行 開 始 通 知 を 受 け た 回 線 設 定 サ ー バ 205が 、 回 線 ご と に 並 行
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し て 、 リ ソ ー ス 管 理 サ ー バ 203に リ ソ ー ス 割 り 当 て 要 求 を 送 信 す る こ と に よ り 行 わ れ る 。
回 線 設 定 サ ー バ 205は 、 リ ソ ー ス 管 理 サ ー バ 203か ら の リ ソ ー ス 割 り 当 て 結 果 を 受 信 す る と
そ れ を 加 入 者 情 報 管 理 サ ー バ 209に 通 知 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 加 入 者 情 報 管 理 サ ー バ 209は 、 各 回 線 に つ い て 、 使 用 可 否 の 判 断 を 、 回 線 管 理 テ ー ブ ル
上 の 、 該 当 す る 加 入 者 の サ ー ビ ス 条 件 、 又 は 同 じ 加 入 者 に 属 す る 他 回 線 の 状 態 を 参 照 し て
決 定 す る 。 こ の 決 定 は 回 線 設 定 サ ー バ に 通 知 さ れ 、 通 知 を 受 け 取 っ た 回 線 設 定 サ ー バ 205
は 使 用 可 の 回 線 つ い て は 設 定 作 業 を 行 い 、 使 用 不 可 の 回 線 に つ い て は リ ソ ー ス 開 放 作 業 を
行 う （ そ れ ま で に リ ソ ー ス を 確 保 し て い た 場 合 ） 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 加 入 者 情 報 管 理 サ ー バ 209に お け る 回 線 使 用 可 否 の 判 断 ア ル ゴ リ ズ ム （ 条 件 ） は 任 意 で
あ る が 、 例 え ば 次 の よ う な 例 が 考 え ら れ る 。 尚 、 サ ー ビ ス 条 件 と し て 、 閾 値 回 線 数 nが 指
定 さ れ て い る と す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 （ １ ） 加 入 者 よ り ｍ 回 線 の 設 定 要 求 を 受 け 取 っ た ら 、 該 加 入 者 が 所 有 す る “ 待 機 ” 状 態
の 回 線 の う ち ｍ 本 を 選 択 し て ” 試 行 中 ” に 変 更 し 、 選 択 し た 回 線 各 々 に 対 応 す る 回 線 設 定
サ ー バ に リ ソ ー ス 取 得 試 行 開 始 を 通 知 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 （ ２ ） ” 試 行 中 ” 状 態 の 回 線 の リ ソ ー ス 確 保 成 功 を 通 知 さ れ た ら ” 成 功 ” に 変 更 す る 。
ま た 、 ” 試 行 中 ” 状 態 の 回 線 の リ ソ ー ス 確 保 失 敗 を 通 知 さ れ た ら ” 失 敗 ” に 変 更 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 （ ３ ） n以 上 の 回 線 が ” 成 功 ” ま た は ” 使 用 中 ” 状 態 で あ れ ば 使 用 可 と 判 断 し 、 ” 成 功
” 状 態 の 回 線 全 て を ” 使 用 中 ” に 、 ” 失 敗 ” 状 態 の 回 線 全 て を ” 待 機 ” に 変 更 し 、 ” 成 功
” 回 線 の 使 用 開 始 と ” 失 敗 ” 回 線 の リ ソ ー ス 開 放 を 回 線 設 定 サ ー バ に 通 知 す る 。 そ う で な
け れ ば 何 も し な い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 （ ４ ） ” 使 用 中 ” 、 ” 成 功 ” 、 ” 試 行 中 ” 状 態 の 回 線 が 合 わ せ て ｎ 未 満 で あ れ ば 使 用 不
可 と 判 断 し 、 ” 試 行 中 ” 、 ” 成 功 ” 、 ” 失 敗 ” 状 態 の 全 て の 回 線 を ” 待 機 ” に 変 更 し 、 変
更 さ れ た 回 線 の リ ソ ー ス 開 放 を 回 線 設 定 サ ー バ に 通 知 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 （ ５ ） ” 試 行 中 ” 状 態 に な い 回 線 の リ ソ ー ス 確 保 成 功 、 失 敗 通 知 は 無 視 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 以 上 の ア ル ゴ リ ズ ム の 実 行 例 を 図 ４ に 示 す 。 尚 、 閾 値 回 線 数 は ３ と す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ４ は 、 あ る 加 入 者 が 新 規 回 線 設 定 を 要 求 し て か ら の 各 サ ー バ 間 の メ ッ セ ー ジ 交 換 と 、
加 入 者 情 報 管 理 テ ー ブ ル 上 の 各 回 線 の 接 続 状 態 の 変 化 と を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 最 初 に 加 入 者 か ら の ３ 回 線 の 設 定 要 求 を 受 け 取 っ た 加 入 者 情 報 管 理 サ ー バ 400は 、 回 線
設 定 サ ー バ 401に 回 線 １ 、 回 線 ２ 及 び 回 線 ３ の リ ソ ー ス 確 保 の 試 行 開 始 を 通 知 し 、 こ の 時
点 で 接 続 状 態 は す べ て “ 試 行 中 ” に 更 新 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 回 線 設 定 サ ー バ 401は 、 回 線 １ の リ ソ ー ス 割 り 当 て 要 求 を リ ソ ー ス 管 理 サ ー バ 402に 、 回
線 ２ と 回 線 ３ の リ ソ ー ス 割 り 当 て 要 求 を リ ソ ー ス 管 理 サ ー バ 403に 送 る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま ず 、 回 線 １ の 成 功 が 返 信 さ れ 、 接 続 状 態 は 回 線 １ だ け “ 成 功 ” と な る 。 次 に 、 回 線 ２
の 失 敗 が 返 信 さ れ 、 接 続 状 態 は 回 線 １ “ 成 功 “ 、 回 線 ２ “ 失 敗 “ 、 回 線 ３ “ 試 行 中 “ と な
る 。 こ の 時 点 で 上 記 条 件 （ ４ ） に よ り 加 入 者 情 報 管 理 サ ー バ 400は 、 全 要 求 回 線 が 使 用 不
可 と 判 断 し 、 回 線 設 定 サ ー バ 401に リ ソ ー ス 開 放 を 通 知 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 そ れ を 受 け た 回 線 設 定 サ ー バ 401は 、 既 に リ ソ ー ス を 確 保 し た 回 線 １ お よ び リ ソ ー ス 取
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得 試 行 中 の 回 線 ３ そ れ ぞ れ の 対 応 す る リ ソ ー ス 管 理 サ ー バ 402， 403に リ ソ ー ス 開 放 を 通 知
す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 最 後 に 回 線 ３ の 成 功 が 返 信 さ れ る が 、 こ れ は 上 記 条 件 （ ５ ） に よ り 無 視 さ れ る 。 こ の 時
点 で 回 線 ３ の リ ソ ー ス は 回 線 ２ 失 敗 時 の 加 入 者 情 報 管 理 サ ー バ の 判 断 に よ り 開 放 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 加 入 者 情 報 管 理 サ ー バ 400は 、 新 規 回 線 設 定 要 求 以 外 の ネ ッ ト ワ ー ク 状 態 変 化 も 回 線 設
定 サ ー バ 401と の 通 信 を 介 し て 検 出 し 、 影 響 さ れ た 各 回 線 の 接 続 状 況 を 更 新 す る 。 例 え ば
不 慮 の 切 断 に 際 し て は 状 態 を “ 使 用 中 “ か ら “ 待 機 “ に 更 新 す る 。 ま た 状 態 の 変 化 が あ る
た び に サ ー ビ ス 条 件 と 他 回 線 の 状 態 と を 参 照 し 、 サ ー ビ ス 継 続 不 可 と 判 断 さ れ る と 全 回 線
の 開 放 な ど 、 網 運 営 者 の ポ リ シ ー に 基 づ き あ ら か じ め 定 義 さ れ た 作 業 を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 “ 待 機 “ 状 態 の 回 線 に つ い て は 、 加 入 者 が よ り 多 く の 帯 域 を 要 求 し て い る こ と が
明 ら か な 限 り 、 い つ 回 線 設 定 を 試 行 し て も か ま わ な い 。 例 え ば 、 定 期 的 な 再 試 行 に よ り 、
常 に 可 能 な 最 大 の 帯 域 を 獲 得 す る ベ ス ト エ フ ォ ー ト サ ー ビ ス を 実 現 で き る 。 ま た 、 確 保 し
て い る 回 線 の 数 が あ る 閾 値 を 下 回 る と 、 サ ー ビ ス を 停 止 す る の で は な く 、 閾 値 回 線 数 を 確
保 で き る ま で 再 試 行 を 繰 り 返 す よ う な 運 用 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 サ ー ビ ス 継 続 中 に 接 続 状 況 が 変 化 す る と 、 加 入 者 情 報 管 理 サ ー バ は 必 要 に 応 じ て
使 用 中 の 回 線 の 優 先 度 を 変 更 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 使 用 中 の 回 線 の 切 断 や 速 度 低 下
、 よ り 輻 輳 の 多 い ア ク セ ス 網 へ の 移 動 な ど が 予 測 さ れ 、 現 在 設 定 し て あ る 優 先 度 で は そ の
加 入 者 の サ ー ビ ス 条 件 の 維 持 が 難 し い と 判 断 さ れ る 場 合 に は 、 回 線 の リ ソ ー ス 獲 得 競 合 の
際 に リ ソ ー ス 管 理 サ ー バ に 参 照 さ れ る 優 先 度 を 変 更 す る こ と で サ ー ビ ス 条 件 の 維 持 が 図 れ
る 。 優 先 度 の 変 更 は 回 線 設 定 サ ー バ に 通 知 さ れ 、 回 線 設 定 サ ー バ は こ れ を そ れ ぞ れ の 回 線
に 対 応 す る リ ソ ー ス 管 理 サ ー バ に 転 送 し 、 リ ソ ー ス 管 理 サ ー バ は 更 新 さ れ た 優 先 度 に 基 づ
き 以 後 の リ ソ ー ス 競 合 を 処 理 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 サ ー ビ ス 継 続 中 の 優 先 度 変 更 を 行 う メ リ ッ ト と し て は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 資 源 の 有 効 活 用 を
図 れ る こ と が 挙 げ ら れ る 。 具 体 的 な 例 と し て 、 あ る ア ク セ ス 網 上 で 、 同 じ 優 先 度 を 持 つ 加
入 者 Aと 加 入 者 Bが 共 に ２ 回 線 使 用 中 で 、 閾 値 回 線 数 も 共 に ２ 回 線 で あ る と す る 。 こ の 両 者
合 わ せ て 4回 線 使 用 中 で あ る が 、 ア ク セ ス 網 の リ ソ ー ス は 丁 度 現 状 を 維 持 す る 分 し か な い
も の と す る 。 こ の 場 合 も し A,B以 外 の よ り 高 い 優 先 度 の 加 入 者 が 新 た に ２ 回 線 要 求 し て き
た 場 合 、 A,Bが 使 用 中 の ４ 回 線 の う ち ２ 回 線 は 失 わ れ る 。 こ の と き ４ 回 線 全 て の 優 先 度 が
同 一 だ と 加 入 者 A、 Bと も に １ 回 線 ず つ 失 う 可 能 性 が あ る が 、 そ の 場 合 両 加 入 者 の サ ー ビ ス
と も が 失 わ れ る 。 こ れ を 防 ぐ た め に は リ ソ ー ス が 不 足 し て き た 時 点 で 加 入 者 情 報 管 理 サ ー
バ が 両 加 入 者 の 優 先 度 に 差 を つ け て お け ば よ い 。 そ う す る と 、 ２ 回 線 失 わ れ る 場 合 に も 優
先 度 の 高 い 方 の 加 入 者 は 保 護 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 同 じ 例 で 、 逆 に 加 入 者 A、 Bと も に 閾 値 回 線 数 や 帯 域 を 指 定 す る こ と な く ベ ス ト エ フ ォ ー
ト サ ー ビ ス を 要 求 し て い る 場 合 を 考 え る 。 初 期 条 件 と し て は 同 様 に A,Bと も ２ 回 線 ず つ 使
用 中 と す る 。 こ こ か ら ２ 回 線 失 わ れ る 場 合 、 A,Bと も が ベ ス ト エ フ ォ ー ト ユ ー ザ な の で 各
々 が １ 回 線 ず つ 確 保 す る の が 最 も 公 平 と な る 。 そ の よ う な リ ソ ー ス 配 分 を 実 現 す る た め に
は 、 各 加 入 者 が 使 用 中 の 2つ の 回 線 に 不 均 衡 な 優 先 度 を 設 定 し て お け ば よ い 。 そ う す る と
、 ２ 回 線 失 わ れ る 場 合 に も A,B各 々 の よ り 優 先 度 の 回 線 １ つ ず つ が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 図 ２ の 実 施 例 の 構 成 は 、 図 １ の 構 成 と 比 べ て 明 ら か な よ う に 、 リ ソ ー ス 管 理 サ ー
バ に RNCを 、 回 線 設 定 サ ー バ に SGSNを 、 HLRに 加 入 者 情 報 管 理 サ ー バ を 対 応 さ せ る と 、 W-CD
MA網 の 構 成 に 類 似 す る 。 従 っ て 、 W-CDMA網 の 管 理 者 が リ ソ ー ス 管 理 サ ー バ 、 回 線 設 定 サ ー
バ お よ び 加 入 者 情 報 管 理 サ ー バ を 所 有 し て 管 理 す る の が 最 も 容 易 な 運 用 形 態 と な る 。
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【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ６ １ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 ２ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 実 施 例 １ で は 、 加 入 者 情 報 管 理 サ ー バ は 網 側 の 装 置 と 通 信 し て 調 停 を 行 う が 、 実 施 例 ２
で は 加 入 者 情 報 管 理 サ ー バ は 端 末 と 通 信 を 行 う 。 図 ５ に 実 施 例 ２ の 構 成 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ５ の 加 入 者 情 報 管 理 サ ー バ 209は 、 図 ３ と 同 様 の 回 線 管 理 テ ー ブ ル を 有 す る 。 加 入 者
情 報 管 理 サ ー バ は 複 数 の 加 入 者 が 同 一 の リ ソ ー ス を 要 求 し 、 調 停 が 必 要 と な る こ と を 検 出
す る た め に 各 加 入 者 の 位 置 情 報 を 得 る 手 段 を 有 す る も の と す る 。 位 置 情 報 の 取 得 は 、 各 加
入 者 が 在 圏 す る ア ク セ ス エ リ ア な ど の 情 報 を ア ク セ ス 網 204と の 通 信 に よ り 取 得 し て も よ
い し 、 GPSシ ス テ ム な ど 通 信 網 と は 別 手 段 を 用 い て 取 得 し て も よ い 。 ま た 、 加 入 者 情 報 管
理 サ ー バ と 端 末 間 の 通 信 手 段 は 任 意 で あ り 、 移 動 通 信 網 210を 経 由 し て も よ い し 、 独 立 な
別 の 手 段 に よ っ て も よ い 。 加 入 者 情 報 管 理 サ ー バ は リ ソ ー ス 要 求 の 競 合 を 検 出 す る と 、 状
況 に 応 じ て 各 加 入 者 が 網 に 要 求 で き る 回 線 数 を 調 節 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 例 え ば 、 加 入 者 Aが 、 n本 の 回 線 を 受 付 可 能 な ア ク セ ス エ リ ア で n本 の 回 線 を 使 用 中 で あ
る と す る 。 い ま 、 加 入 者 Bが 同 じ ア ク セ ス エ リ ア に ハ ン ド オ ー バ を 試 み よ う と し て い る 場
合 、 加 入 者 情 報 管 理 サ ー バ は Bの ハ ン ド オ ー バ の 際 に Aが 保 有 し て い る 回 線 の 一 部 を 開 放 さ
せ る こ と で 両 者 へ の 公 平 な リ ソ ー ス 配 分 が 図 れ る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 ３ を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 実 施 例 ３ で は 、 一 部 ま た は 全 て の 加 入 者 は 、 複 数 の 端 末 か ら の 回 線 要 求 を 制 御 す る ア ク
セ ス 制 御 装 置 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 実 施 例 ３ の 構 成 例 を 図 ６ に 示 す 。 こ の 例 で は 加 入 者 情 報 管 理 サ ー バ 209は 、 実 施 例 ５ に
示 し た 例 と 同 様 に 位 置 情 報 に 基 づ い て 加 入 者 間 リ ソ ー ス 取 得 の 競 合 を 検 出 し 、 状 況 に 応 じ
て 各 加 入 者 が 網 に 要 求 で き る 回 線 数 を 調 節 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 ６ の 例 で は 、 ア ク セ ス 制 御 装 置 300を 使 用 で き る 加 入 者 に 対 す る 要 求 回 線 数 の 調 節 は
、 加 入 者 情 報 管 理 サ ー バ 209が ア ク セ ス 制 御 装 置 300と 通 信 す る こ と に よ り 行 わ れ る 。 ア ク
セ ス 制 御 装 置 300は 、 加 入 者 情 報 管 理 サ ー バ 209か ら の 通 知 に 基 づ き 、 接 続 さ れ て い る 各 端
末 101に リ ソ ー ス 開 放 や 回 線 設 定 要 求 を 指 示 す る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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